
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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明治大大学院特任教授の氷川竜
介さん＝本人提供

2日（日）＝１、３面

3日（月）＝夕刊２面

縦読み電子コミック制作会社代表 李泫錫さん
2日（日）＝くらしナビ面

スマートフォンで縦
にスクロールしながら
読み進む「縦読み漫画
（ウェブトゥーン）」
＝写真＝が急成長して

います。読者数は世界
で１億人とも言われ、
国内の大手出版社の参
入も相次いでいます。

ウェブトゥーン発祥の
地は韓国。なぜ人気が
広がったのか。コミッ
ク大国・日本にも根付
くのか。両国の漫画事
情に詳しい制作会社
「レッドセブン」の李
泫錫（イ・ヒョンソ
ク）代表に聞きました。

医療的な支えを日ごろか
ら必要とする「医療的ケア
児」が命を落とし、親が逮
捕される事件が続いていま
す。昨年11月には、たん吸
引が必要な次女を置き去り
にして窒息死させたとして、

母親が保護責任者遺棄致死
容疑で逮捕されました。医
療的ケア児や家族はどんな
状況に置かれ、どうすれば
そのしんどさを和らげられ
るのか。あれこれと考えて
みます。
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「体験格差」という言葉をお聞き
になったことがあるでしょうか。経
済的困窮を理由に、子どもたちが文
化活動や習い事、スポーツなどを
「やりたくてもやれない」状態をい
います。経済格差が直結している場
合が多いのですが、「習い事やス
ポーツが必要」と主張すると、それ

はぜいたくではないか、もっと貧し
い人もいる、といった世間の反応が
多く、これまでなかなか理解が進み
ませんでした。
なぜ体験が必要かといえば、それ

は自己肯定感や学力では計れない
「非認知能力」といったいわば、生
きていく力を養うためだといいます。
今回、ジャーナリストの池上彰さん
と対談したのは、「チャンス・
フォー・チルドレン」代表理事を務
める今井悠介さん＝写真＝です。昨
年、「体験格差」という著書を出版
し話題になりました。今井さんが体

験格差解消を進める原体験は1995年
の阪神大震災でした。大学時代には
不登校児童への学習指導などのボラ
ンティアに携わります。その後就職
しましたが、東日本大震災を機に退
職し、現在の団体を設立します。今
井さんは寄付金を募って子どもたち
に体験の場を提供する事業を進めて
きましたが、「習い事でなく学習支
援に使ってほしい」などの意見があ
りました。しかし「あること」が
きっかけで、体験の重要性に理解を
示してくれる人が増えてきた、とい
います。一体何だったのでしょうか。

医療的ケア児と家族のしんどさを考える

「体験格差」解消を訴える今井悠介さん
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